
年 項目・法令・答申等 概要、方向性等 計画・方針等 概要、方向性等 事業等

21世紀教育新生プラン
○「教育改革国民会議報告（平成12年12月）を踏ま
え、教育改革の全体像の提示と具体的施策等を明示

社会教育法改正
○国及び地方公共団体の任務に学校教育との連携の確保
や家庭教育の向上に関する規定を追加

杉並の教育を考える懇談会報告
○学ぶ喜び、生きる喜びいっぱいの杉並の教育の
ために

子どもの読書活動の推進に関
する法律制定

○地方公共団体は国との連携をはかり、読書活動の推進
に努める

完全学校週５日制が実施 ○学校休業日の土曜日における学校外活動の充実

中教審答申「青少年の奉仕活
動・体験活動の推進方策等に
ついて」

○家庭や地域社会の教育力の再生を目指し、社会全体で
青少年を育てる環境整備を進める方策を提示

H１５ 杉並区子ども読書活動推進計画 ○区と区民の協働による子どもの読書環境の向上 ・ブックスタートの充実

地方教育行政の組織及び運営
に関する法律改正

○学校運営協議会制度（コミュニティ・スクール）が制
度化

教育改革アクションプラン改定
○学校週5日制、新学習指導要領の実施など、主に
学校教育を取り巻く環境の変化を踏まえての改定

特別支援教育検討委員会設置 ○特別支援教育への円滑な移行を目指す

杉並区立小中学校適正配置基本方
針

○学校の適正規模を確保し、活力ある学校を目指
す

第８期社会教育委員の会議答申 ○自分たちで自分のまちをつくる社会教育

中教審答申「新しい時代の義
務教育を創造する」

○義務教育制度の弾力化（小中一貫教育等）を提案 杉並区教育ビジョン策定

○基本的考え方：①未来を拓く人を育てる教育の
推進、②自分たちで自分のまちをつくる人々の力
の育成
○教育改革の方針：①教師を育てる、②自立と責
任のある学校をつくる、③地域の教育力を高める

・小・中一貫教育の試行
・幼少連携モデル事業実施
・地域運営学校の設置

中教審答申「特別支援教育を
推進するための制度の在り方
について」

○特別な場で行う「特殊教育」から、一人ひとりのニー
ズに応じた適切な指導・支援を行う「特別支援教育」に
転換

済美教育研究所から済美教育セン
ターへ

○部長級管理職を所長にあて、組織の強化

教育基本法改正

○教育の目的：①人格の形成、②国家・社会の形成者と
して心身ともに健康な国民の育成
○生涯学習の理念の明示
○地方公共団体は基本計画を定めるように努めるべきと
規定

杉並区教育ビジョン推進計画の策
定

○教育ビジョンに掲げた基本的考え方、教育改革
の方針に基づき、これまでの教育改革アクション
プランを改定し策定

・杉並師範館による教員養成

市町村立学校職員給与負担法
改正

○区市町村が給与を負担することによる教職員の独自採
用

この10年間の教育改革等の主な動き

H１６

H１３

H１７

H１８

H１４ 教育改革アクションプラン策定

○杉並区の基本構想である「２１世紀ビジョン」
と、教育委員会が策定した「教育目標」、「基本
方針」及び「杉並の教育を考える懇談会提言」等
を踏まえ、学校教育と社会教育を相互に関連させ
ながら施策を体系化し、実行すべき施策の計画目
標を定めたもの。

・民間人校長の登用
・学校希望制度の実施
・学校サポーター制度の創設
・土曜日学校の開設
・すぎなみコミュニティカ
レッジの開設

国 杉並区
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地方教育行政の組織及び運営
に関する法律改正

○教育委員会活動について点検・評価の実施
○教育委員について、定員の弾力化、保護者を含める

区費教員の独自任用 ○杉並師範館の卒塾生を区立学校に配置

○盲・ろう・養護学校を特別支援学校とするとともに、
小中学校等において特別支援教育を実施すべきことを規
定

杉並区教育基本条例等に関する懇
談会提言

○教育基本条例等に何を重点的に盛り込むのか、
どのような条例、憲章にするべきかを提言

○従来小中学校別に分かれていた教育の目標を「義務教
育の目標」として統一
○自己評価・学校関係者評価の実施・公表、評価結果の
設置者への報告義務

杉並区立科学館基本構想策定懇談
会報告

○科学館のさらなる充実を目指して、今後どのよ
うに業務を展開していくべきか等について提言

中教審答申「次代を担う自立
した青少年の育成に向けて」

○地域の大人が、親、教師に次ぐ「第三の保護者」とし
て関わることなどを提示

杉並区立郷土博物館の運営のあり
方検討会報告

○区民の参画と協働のさらなる推進を目指した郷
土博物館の運営について提言

・郷土博物館分館の開館

小・中学校学習指導要領の全
面改訂

①授業時数の増加、②理数教育の充実、③言語活動の充
実、④外国語活動の充実（小学５・６年生は必修）、⑤
伝統や文化に関する教育の充実、⑥道徳教育の充実、⑦
体験活動の充実など

杉並区教育ビジョン推進計画改定
○教育委員会による学校現場の変革を支援
①教員の資質向上・力量形成、②学校支援を支え
る人的支援、③地域との協働

教育振興基本計画策定

○今後１０年間を通じて目指す教育の姿（①義務教育修
了までに、自立して生きていく基礎を育てる、②社会を
支え発展させるとともに、国際社会をリードする人材を
育てる）

特別支援教育の強化
○ＳＡＴ特別支援教育チームによる支援、通常学
級介助員・介助員ボランティアの配置、学習支援
教員の導入

中教審答申「新しい時代を切
り拓く生涯学習の振興方策に
ついて」

○国民一人ひとりの生涯を通じた学習の支援策と学校・
家庭・地域が連携するためのしくみづくりを軸とした具
体的振興方策を提示

社会教育法改正
○「生涯学習の振興に寄与すること」や「学校、家庭及
び地域住民その他の関係者相互間の連携及び協力の促進
に資すること」などを追加

教育振興基本計画アクション
プランの策定

○教育振興基本計画の実施推進計画
杉並区立小中学校適正配置基本方
針の改定

○学校適正配置の着実な推進を図るための改定

杉並区特別支援教育推進計画策定

○視点：①就学前から学校教育の期間を通して一
貫した支援体制確立、② 一人ひとりの教育的ニー
ズに応じた適切な支援充実、③特別支援教育につ
いての理解をすべての人に広げる

杉並区小中一貫教育基本方針策定

○先行実施校での成果を踏まえ、校種間の相互理
解を深め、連携をより充実していくことにより、
義務教育９年間という枠組みの中で児童･生徒の学
びの連続性を保障し、成長に合わせた適切な指導
をしていく

第１０期社会教育委員の会議報告 ○「やりとりの復活」が紡ぎだす新しい公共空間

H２２ 学校評価ガイドラインの改訂 ○第三者評価の位置付け 杉並区教育ビジョン推進計画修正
○推進計画最終年度にあたる単年度修正により、
集大成としての取り組みを進める

・魅力ある中学校づくり
・学校図書館の充実
・地域教育推進協議会の設置

社会教育関連

・３０人程度学級の実施
・指導教授制の実施
・特別支援教育の充実
・副校長二人制の実施
・学校支援本部の拡充

学校教育法等改正

H２１

H１９

H２０


